
「安心して自宅で療養したい。」「自宅で安らかな最期を迎えたい。」
そんな望みを支える在宅医療について、あらためて理解を深めましょう。

《主　　　催》地域医療魚沼学校　新潟県魚沼地域振興局健康福祉部　在宅医療推進センター
《共　　　催》小千谷市魚沼市医師会　魚沼市（福祉課）
《お問い合わせ》在宅医療推進センター　　TEL.025-793-7305　FAX.025-793-7244

人生の終わりを
支える在宅医療

12月1日(土）14:00～16:00
魚沼市地域振興センター
　　コンベンションホール

（開場13:30）

（魚沼市吉田1144）

日時

会場

小千谷市魚沼市医師会副会長(中島脳外科内科医院 院長)　中　島　　拓
魚沼市の在宅医療について報告

医療法人ゆうの森　理事長　永井康徳 先生

「人生の最期までのぞむ暮らしを
   続けることができる地域をめざして」
「人生の最期までのぞむ暮らしを
　 続けることができる地域をめざして」

講演

座長　魚沼市立小出病院　地域医療教育研修センター長　鈴木善幸 先生

1966年生まれ。愛媛大学医学部卒業。愛媛大学医学部付属病院、自治医科大学地域医療学教室を経て、
2000年に愛媛県初の在宅医療専門診療所「たんぽぽクリニック」を松山市に開業。
現在、医療法人ゆうの森理事長として「たんぽぽクリニック」「西予市のたんぽぽ表津診療所」訪問
看護ステーション、訪問介護事業所などの運営を手がける。「医療者の無知は患者にとって罪」との
考えから、在宅医療従事者の教育に取り組み、全国在宅医療テストを主催している。

入場無料 電話または裏面のＦＡＸ用紙でお申し込みください。
（当日受け付けもできます。）

演
題

講師


